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第８回くにうみ祭のお知らせ
　秋の心地よい風が感じられる季節、吉備国際大学で
は学園祭「くにうみ祭」を開催いたします。
　学園祭では、模擬店をはじめ、お子さまも楽しめるゲー
ム、展示やビンゴ大会など、参加者全員が楽しめるよう
なさまざまなイベントをご用意しております。おいしい食
べ物や楽しいゲームを通じて、地域の皆さまと一緒に楽
しい時間を過ごしたいと思っています。
　開催するにあたってご協力いただいた方からの温かい
ご支援に心から感謝申し上げます。この学園祭が、学
生たちにとっても、南あわじ市民の皆さまにとっても、特
別なひとときとなることを願っております。どうぞご家族・
ご友人お誘い合わせの上お越しください。学生一同、
皆さまのご来校を心よりお待ちしております。
日時　11 月16 日（土）10:00 ～ 16:00
場所　同大学南あわじ志知キャンパス内
内容　模擬店・展示・体験・
　　　イベントステージ・外部出店

地域創成生涯学習講座2024
１１月開講講座のご案内
第５回「なぜ、植物工場産？」　定員40人
日時　11 月６日（水）　10:30 ～ 11:30
講師　農学部地域創成農学科 講師　許 冲
会場　南あわじ志知キャンパスＣ棟３階大講義室
参加費　無料（事前申込制）
申込方法　電話または FAX（FAX でのお申込みの際

は申込用紙をご利用ください）
申込期限　開催前日の 17:00まで
申込み・問合せ先
　同大学南あわじ志知キャンパス 地域連携センター
　☎ 0799-42-4708（平日の 9:00 ～ 17:00）
　F 0799-42-4701 （土日祝も受付可）
　　 kiu-aw@kiui.ac.jp
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南あわじ市長 守本 憲弘

子供たちの力も活かして、
改めて災害に備えましょう

　今年は新年早々に能登半島地震、南あわじ市でも８月
には初旬に日向灘沖で発生した地震による南海トラフ地
震臨時情報の発表、下旬に本市で初となる線状降水帯に
よる記録的な短時間の集中豪雨など、身近にも、ニュー
スでも、切れ目のない災害の脅威を示す年となっている
と感じます。
　本市では、国や県の力強い支援により、ハード面の防
災対策が精力的に進められています。阿万港や福良港に
おいて水門や防波堤などの津波防災インフラが完成しま
した。湊地区はじめ、三原川水系の排水機場や堤防も工
事や設計が進められています。また、本市がいち早く配
備したトイレカーは、上下水道施設が被害を受けた珠洲
市で大変重宝されました。災害時に必要物資の提供など
を受ける応援協定は、既に 70 本を超えるなど、さまざ
まな分野で災害対策が進んでいます。
　しかし、大災害の発生において最も重要なことは、ど
れだけ命の危険を回避できるかです。そのためには、個々

人と地域の日頃の準備が重要です。常日頃の居住スペー
スの耐震性の確保はできていますでしょうか。また、災
害の状況に応じた避難経路は確認されていますでしょう
か。地域の自主防災組織は、顔と顔でつながっています
でしょうか。
　南あわじ市では小中学校の児童生徒を対象として、災
害に対する知識を学び、将来の災害において主体的かつ
臨機応変に対応できる力を身に着ける防災ジュニアリー
ダーの養成を行っています。先日も、兵庫県主催のシン
ポジウムで、南あわじ市の防災ジュニアリーダーたちが、
日頃の防災学習や被災地訪問で得た、災害時の心がけを
発表しました。いざという時の、子供たちの率先した行
動が大人たちの行動を促し、多くの命を救った実例は、
東北や能登の地震においても報告されています。
　昨年は、子供たちが地域の大人に総合防災訓練への参
加を呼びかけた結果、メイン会場では多くの参加が得ら
れました。今月 11 月 17日に、倭文小学校をメイン会
場として計画している南あわじ市総合防災訓練でも、子
供たちがチラシを地域の方に配布し、周囲の参加を促す
予定です。会場では消防団をはじめ、淡路広域消防事務
組合や南あわじ警察、自衛隊のほか、災害時応援協定を
締結している各関係機関とともに、実践的な訓練を行う
ことになっています。各地域においても防災訓練を実施
されると思いますので、ご家族、ご近所とお誘い合わせ
の上、ぜひご参加いただき、改めて、災害の備えを確認
し、強化する機会にしていただきたいと思います。
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